
広島市立　石内小学校　

学習のポイント　

○感じたことを伝えたい ・

○え？名前で絵 ・

○楽しく美しく伝えよう ・

○タワーをたてよう ・アルミ針金の曲げ方や立たせ方を工夫し手、美しいタワーを作る。

○不思議な絵 ・不思議に見える表現があることに気づき、そのおもしろさを味わう。

○使って楽しい焼き物を ・

○掘り重ねて表そう ・　一版多色の方法を理解し、刷るごとにできあがる過程を楽しむ。

○アニメーションを作ろう ・　動きが連続して見える仕組みを使って楽しい作品を作る。

○板を切り抜いて ・　木のパーツを組み立ててできるジグソーパズルづくりを楽しむ。

○想像のつばさを広げて ・　物語から心を打たれ、そこから場面を構想する楽しさを味わう。

○アート・レポーターになって・

・　自分の思いをもって表現したり、鑑賞したりしながら、つくりだす喜びを味わおうとする。

　関心・意欲・態度　発想　技能　作品　鑑賞

◆　評価の方法

・　感じたことや見たこと、材料や場所などの特徴を基に表したいことを思い付いたり、形や色、用途や構成など
を考えたりしている。

前
　
　
　
期

後
　
　
　
期

◆　教科の目標

◆　評価の観点

５学年　図画工作科　授業計画　　

◆　学期ごとの学習内容と学習のポイント

・　親しみある作品などの形や色などから、表現の意図や特徴をとらえたり、よさや美しさを感じ取ったりしてい
る。

（１）創造的に表現したり鑑賞したりする態度を育てるとともに、つくりだす喜びを味わうようにする。
（２）材料などの特徴をとらえ、想像力を働かせて発想し、主題の表し方を構想するとともに、様々な表し方を工
夫し、造形的な能力を高めるようにする。
（３）親しみのある作品などから、よさや美しさを感じ取るとともに、それらを大切にするようにする。

・　感覚を働かせたり経験を生かしたりしながら、表したいことに合わせて材料や用具を使い、様々な表し方を工
夫する。

　自分が感じた情景のよさが伝わるように、形や色、構図などを考えて絵に
表す。

　美術作品をよく見て表されていることや、作者の表現の意図などを考え、
人に伝えるための文章にまとめる。

　形や色の組み合わせや構成を工夫して、環境問題につて考えたことをポ
スターに表す。

　焼き物を作る方法について理解し、自分で使ってみたい焼き物作りをす
る。

　名前の文字をもとに発想を広げ、形を工夫して絵に表しはんこづくりをす
る。

学習すること


